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研究成果の概要（和文）：　10組の母子に対して，それぞれの家庭を訪問して生後1.5か月，3か月，5か月，７
か月の４時点でビデオによる乳児の抱き上げの縦断的行動観察を行った。抱き上げの速度は3か月以降有意に増
加した。子どもの首のすわりにともない抱き方も変化した。モーションキャプチャの分析からも，抱き上げ時の
母子の接近速度が月齢に伴い増加する傾向が見られた。また質問紙で尋ねた抱きにくさの値は，３か月では子ど
もの行動との相関が有意であったのに対し，５か月では母親自身の感情項目との相関が有意であった。

研究成果の概要（英文）：Infant picking-up from the floor was longitudinally observed at 1.5, 3, 5, 
and 7 months of infants' age. Mother's holding patterns changed after the infant's head held up 
steadily, and the speed of picking-up significantly increased at 3 months. Analysis by a 
motion-capture system also indicated an increase of speed in maternal manual approach with the 
infants' age.The mothers' sense of difficulty in their own holding was correlated with the paucity 
of the infants' active participation in the holding at 3 months, whereas it was correlated with the 
mothers' negative feeling in holding at 5 months.

研究分野：発達行動学
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(b) 抱き上げ時の子どもの動作 
 抱き上げ時の子どもの動作は，各試行
において異なり，月齢や個人別の特徴は
見られなかった。ただし，子どもが手・
足を繰り返して上下させる反復動作が見
られた事例が複数あり，その動作振幅が
親の接近に伴って変化する傾向が見られ
た。子どもの予測的動作や円滑な抱き上
げへの貢献を示唆するとも考えられ，子
どもの視覚・運動発達を考慮した検討が
必要である。 
 
３）発達検査 
抱きにかかわるデンバーⅡの項目として，
運動発達については，3か月時に対象児の
70％が「首がすわる」が可能になり，５
か月時には対象児の 90％が「頭を 90 度以
上もちあげる」ことができ，7か月時には
対象児の 70％が「すわれる、５秒以上」
が可能になった。首のすわりは抱きの変
化に対応するものと思われた。 
社会性に関する課題では，３か月時にそ
の 90％が「あやし笑い」が可能になり，5
か月までには全対象児が「声を出して笑
う」ようになることが示された。 
また視覚発達についても，３か月時にそ
の 90％が「180°の追視」が可能になり，
さらに 5か月には 60％が「物に手を伸ば
す」目と手の協応が達成されるという特
徴が見られた。 

 

４）質問紙 
質問紙の結果で注目されたのは，母親の
うつ傾向と抱きにくさの関係である。抱
きにくさは初期の母子関係にとってリス
ク要因となり得る。Edinburgh うつ尺度に
よって測定されたうつ傾向は，出産後一
貫して低下する傾向にあった。また過去 1
週間に感じた抱きにくさも同様に低下の
傾向を示していた。生後 1.5 か月のうつ
傾向は 3か月，5か月，７か月の抱きにく
さと有意な正の相関を示していたが，そ
のような対応は 3か月以降のうつ傾向に
は見られなかった。 
過去 1週間の抱きにくさの強度は，各月
齢群において抱き関連のいくつかの項目
と有意な相関を見せた。まず 1.5 か月にお
いては，2 つの項目すなわち｢（母親が）抱っ
こしにくい｣「（子が）母親の顔や髪，衣服を
いじる」の 2 項目と正の相関が見られた。 

3 か月になると抱きにくさと有意な相関が一
気に増加した。まず抱きの感想については，
「抱っこしにくい」「早く下ろしたい」に正の相
関が，抱くと「（子が）身体をピッタリくっつけ
てくる」「自分（母親）の身体に手や足を回す」
「（子が）まわりを眺める」に負の相関が見ら
れた。また初産婦が経産婦よりも抱きにくさ
が強い傾向にあることが，3 か月にのみ指摘
された（Fisher の直接法）。 
5 か月にも過去 1週間の抱きにくさは多くの
項目と有意な相関が見られた。抱いたときの
感じとして「うっとうしい」「暑い」「抱っこしにく
い」，また抱きについての考えとして「自分は
抱っこが下手だ」といった項目について，い
ずれも有意な正の相関が認められた。 
７か月では再度有意な項目が減少し，「抱っ
こしにくい」「自分は抱っこが下手だ」の２項
目にのみ正の相関が見られた。 
 
ここで非常に興味深いのは，前述の通り抱
き行動が大きく変容する３か月から５か月に
かけて，抱きにくさと抱き関連の項目に有意
な相関が比較的多く認められたことである。
さらに指摘すべき重要なことは，抱きの行動
が変化し始める３か月時点では子の行動，
言いかえると抱きへの子の参加が抱きにくさ
の感覚の減少を引き起こし，５か月では子の
行動という外在変数ではなく母親の主観的
感覚が抱きにくさの感覚と正相関していたこ
とである。 
おそらく首がすわるという変化とともに子の
能動性が増加し，その能動性は子自身によ
ってうまく抱かれるという調整とともに，縦抱
きへの移行を生んだであろう。それが欠如
する場合，母親に抱きにくいという感覚を生
んだものと考えられる。初産の母親にそれが
より顕著な形で見られたのであろう。その子
の能動性は，母親が子の上半身を支える手
の位置が徐々に下がっていく，すなわち子
の上半身の動きにおける自由度の増大とい
う変化とも関連するものであると考えられた。 
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